






















































































































































































































































































































































































































































































































































近
松

私
の
場
合
、
俳
句
は
い
く
ら
変
わ
っ
た
句
を
詠
も
う
と
し
て

も
結
局
狭
い
自
分
の
周
囲
し
か
詠
め
て
い
な
い
。

主
語
の
無
い
俳
句

の
主
語
は
自
分
、

と
い
わ
れ
て
い
る
か
ら
当
然
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

連
句
で
あ
れ
ば
全
然
別
の
人
の
立
場
に
立
っ
た
句
と
か
、
ぽ
ん
、

と

違
う
世
界
、
宇
宙
へ
ま
で
行
け
る
、
ま
た
時
代
ま
で
も
超
せ
ま
す
ね
。

そ
れ
が
こ
の
上
な
く
楽
し
み
で
す
ね
。

福
井

連
衆
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
う
ち
に
い
ろ
ん
な
知
識

を
得
る
事
も
あ
り
ま
す
し
ね
。

近
松

俳
句
で
は
使
う
季
語
も
お
の
づ
か
ら
限
定
さ
れ
て
い
た
様
に

思
い
ま
す
。
連
句
で
は
そ
れ
こ
そ
別
の
人
聞
に
な
っ
た
り
別
世
界
へ

も
行
か
な
貯
れ
ば
な
ら
な
い
訳
で
す
か
ら
相
応
し
い
季
語
を
、
と

生
懸
命

『蔵
時
記
』
を
繰
り
ま
す
。
連
句
の
お
蔭
で
使
っ
た
季
語
も

多
い
の
で
す
。

福
弁

私
は
若
い
人
達
に
連
句
を
手
軽
に
や
っ
て
欲
し
い
、

と
切
実

に
思
い
ま
す
ね
。
連
想
ゲ

l
ム
や
言
葉
遊
び
に
は
慣
れ
て
る
人
達
で

す
か
ら
、

そ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
入
っ
て
連
句
の
面
白
き
に
親
し
ん
で

貰
え
た
ら
、

と
思
い
ま
す
。
各
大
学
に
は
俳
句
部
な
ん
か
あ
る
ん
で

し
よ
う
か
ら
、
協
会
の
幹
部
が
手
弁
当
で
大
学
の
連
句
部
開
発
に

当
っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。
そ
の
他
皆
様
の
御
恵
昆
を
ど
う
ぞ
。

中
尾

連
句
は
一
貫
し
た
主
題
も
な
く
無
心
所
着
か
っ
場
面
転
換
が

多
い
の
で
狼
雑
な
感
を
与
え
る
。

そ
れ
を
形
式
、
表
の
こ
と
、

月
花

四
季
挙
句
等
の
式
目
及
び
五
七
五
と
七
七
の
正
捌
律
で
支
え
て
い

る。

こ
の
辺
が
近
代
人
の
好
悪
二
分
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
。

現
在
孫
風
復
興
に
勢
力
が
注
が
れ
て
い
ま
す
が
、
連
句
も
時
代
時

代
の
新
し
さ
が
必
要
で
、
形
式
や
内
容
、
と
く
に
形
式
構
造
に
於
い

て
何
が
現
代
性
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
こ
れ
か
ら
考
え
て
行
か
ね
ば

な
ら
な
い
。
連
句
の
普
及
に
は
伝
統
の
良
さ
と
新
感
党
で
遊
び
得
る

良
さ
と
両
面
備
え
る
こ
と
が
肝
要
で
、
憩
い
で
も
出
来
る
こ
と
で
は

な
い
が
、

こ
の
諜
題
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま

す。福
井

い
ろ
い
ろ
珂
重
な
ご
意
見
も
伺
い
ま
し
た
が
、
時
間
と
屯
り

ま
し
た
の
で
、
終
ら
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た。

こ
れ
か
ら
も
連
句
界
発
展
の
た
め
、
ご
尽
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。
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1saぃ
赦

がわ

川 黒田 耕三 791松山市新浜9-25J.U悶耕三(0899-51一括的)

I2 4る しゅ

芭流朱連句会 鈴木事山洞

東松山連句会重松冬楊

ぴ。〈 えん

白 燕連句会揃開石

ひよどり連句会品川鈴子

広野連句会村木佐紀夫

風信子の会村野立生

鳳松連句会重松 4楊

北社連句整狩野康子

松喜久会岩崎利一

訟山連句協会永田黙泉

松山連句教室松永静雨

摩天楼連句会星野石雀

河連

茶 の 会中出夢女

句 会斉藤吾朗

夢

E冨沙連句会土屋実郎

葉

連
句

好
会柴崎正寿郎

会井口門

句

連

愛

昌亮

連句会 rZa J伊藤直子
連

連

鹿

研

楽

時

句

央i枇

究会阿片瓢郎

会高知l自遊

舎池

若泉連句会川田章夫

791松山市三池}-3-13鈴木俗山洞(0899-51-

0064) 

791-02松山市平井町1508m怯冬儲(0899-75

1461) 

6白神戸市須白区潮見台3-2-30佐野千珪(078-

731-03剖)

651-11神戸市北区ひよどり台卜1i-l品川鈴子

(078-743-2221) 

520大zR7間四問Jl-13-16村木佐紀夫(Oii5-22

-54凶)

165中野区江古図4-18-2沓花村塾(03-3387-

2回1)

791-02恰山市平井町1508ifi松冬樹(0899-75

14611 ※ 

981仙台市背葉区双葉ケ 丘2-5-12狩野様子

(022-271-0005) 

104中央区銀座6-9-4岩崎利一(03-35il-0319J

791-01松山市消辺町1009水閃黙泉(0899-i7-

0015) 

790松山市余吉中2-13-19芥よ弥生(0899-73

6055) 

281千諜市花見1112-6-105且野石雀(0472-86-

0725) 

445西尾市伊藤町伊藤前15-1斉藤吾郎(0563

57-8332) 

790松山市大街道2-2子容和ビル 3F中出絢子

(089ゆ 26-0218)

233横浜市港南区上永谷3-20-34土屋笑郎(加5

-843-8059} 

155世田谷区代田2-9-}裕品新吾(03-3414

制 26)

241横浜市出区若葉台4-7- 70~割問E寿即 (045

-922-2851l 

981/111台市泉区間光台3-3-9伊藤直子(022-233

7732) 

352$Jí庄市石神 1-5-9阿片瓢郎(O42~-73-8714) 

168杉並区和泉←26-15高則 自遭(03-3323

2454) 

213川崎市富市l巨土橋6-15-1A2lo!池9!ltk(刷4

855-8546) 

372伊努崎 市中町15-2111IT! f.'i夫(02iO-32

制10)

く※印はその後変更あり〉

( 5 ) 



議

228相篠原市上鶴間1395赤岡玖央子(0427-45-

0407) 

l7ln x.~区池袋2- 1066今村ゆき<03 - 3984-

(906) 

167杉並区南京誼3-19-9大林仙平(03-3333

4回0)

790 h~山市道後ー万 1 1 - 13盟烏正巡<089ゆ 24
四36)

275溜志野市実籾箇J2-80舗図秋iIT(0474-72-

6270) 

791ー削除山市部辺町1開9永図照泉(0899-77

00151 

143大岡区中央会12-9.1持場宏一(見!!Q)(03 

3771-9409) 滋

<I1 3f~潟市側海 18 12-282中銀ライフケア梅幽

台421杉内徒司(0557-82-6460)

102千代田区 番目120-10-202古mHY人(03-
3262-9350) 

ZZ 060札幌市中央区北6条西23丁目筏悶潔(011-
631-4009) 

663西宮市二見町14-231附窓砂人(0798-67

印51)

166晦並区阿佐ケ谷北5-24-12よ村以利鈴(03

担37-79，12)

135江m区東陪iilJ3-26・8藤沼謹緋子<03-5690一
泊62)

団ト61畦阜県羽島孤笠松町'"陥町l大野国土

(0描38-7-2035)

031八戸市淡町ょの山55-21則川竹山<0178-33-

3432) 

390松本市筑続*2419υl、白書 よみ(0263-25

5136) 

1$ l司f 会 森 三郎

染 井 の 会蒲 幾奨

第六天連句会今泉忘機

多 摩 連 句 会宮下太郎

丹 想 秋山正明

出 dロ， 111 中川久子
東京畿仲寺連句会馬山

川野 事帥
人記念会 制

東京義仲寺連句会水分
呉鍋天魚

の会

桃夫側i嘘 IW 赤田玖実子

桃

都

林

連

会宮崎明月女

句 会大林仙平dし、

どん ・あ ・くらぶ豊島香烏

習志野連句会鴇田秋甫

南海放送学苑連句教室 永田黙泉

虹

猫

会馬場東夷の

会東設 明雅

乃木坂散人連古館曹人

俳諮寺芭 E官舎 窪田

俳

白

話 接

{IU 

心 岡本容人

歌 会上村以和於t~ 

芭蕉記念館連句会宇咲冬射

d 

巴 • 世 型 の 会大野国土
八戸俳諾倶楽部関川竹間

イt; 迎 句 会小出きよみ野

369-12f埼玉県大型都笥屈町裕仏}982滋三郎

(0485-81-0077) 

215111崎市康生区王仰寺761-36消幾契(044-

9日・8726)

272市川市平図3-23-14浅野察徳(0473-76-

81崎}

206多摩市落川1235宮下太郎{刷23・74・7002)

661尼崎市線口町1-22-1-207秋山正明(同一421

・1606)

790松山市余戸間4-14-24'1'111久子(0899-71-

0486) 

)82調布市よE原子27-9)11野夢帥(0424-85

5480) 

177練馬区南田中5-20-2蝿鍋天魚(03一四97-

2548) 

( 4 ) 



義仲寺横浜戸塚連句会八木荘一

錦

句

会渡部仲居'L' 

社吉本華 苑 時 三葺

草 茎

草茎松山支部

宇田容雨

寺岡 tli雨

くの いち連句会臨峻栴雨

興霊寺連句会松永静雨

245櫛浜市戸嫁区深谷町671八木日一(045-851

-1655) 

791-02松山市小野町15波鮒仲居(岨99-75

1532) 

328栃木市宝町1-13吉本画廊内(0282-23

3665) 

332J11口市飯原4-4-7磯直迫(0482・51-30日}

791-01松山市白水台4-12-8.}j岡併雨(0899-23

-6028) 

101千代田区内神Hl2-12-5内山消山内11t秀子

(03-3252-2941) 

790怯山市末広町17-5安野次 予(明99-43

3334) 

郡山連句会佐藤
由 963-01llJ)山市三製図町川m字Jl!2佐藤淳(0249
1¥再 -45-0218)

799・11愛媛県周桑郡小松町駅前2γ回石丸信
j、松連句研究会石丸信議

後(0898-72-2616)

473盟回市竹元町三 Y地6・44JJ!l続治子(0565-
ろも連句会矢崎 臨

53-2224) 

790松山市淡町)4ーか6:tl三拘応内(岡田一31-
佐久良連句会井門可奈女

8501) 

冊子研究会

鹿の会

子規記念博物館友の会

連句教室

宇和川匠助

阿片瓢郎

鈴木容山洞

慈

獅

秋

樹

湘

舎三好龍肝眼

子

雅

連

門園島十雨

連大野戦紅紅

氷

雨

友

句 会犬島正一

Pム， 社名古則子

正風大府支部久野混疏

正風和気支部桐山北天

信州大学連句会宮坂静生

新庄北陽社笹喜四郎

すみれ連句会 岡田水都子

780高知市筒井東町23-11平和川匠助(聞8-72-

7国I1

352新座布石神1-5-9問片甑岬<0424-73-8714)

790怯山市道後公聞ト30松山市立子規記念憎
物館事務室内(0899-31-5566)

154世図谷区下.1.!';5-35-3-10 I三好施肝(03-

3424-開411

501・11岐1;!.l1im野古市場193国向十sH0582-
39-0037) 

446安城市盟国I荒井31);:野秋虹(0誌か97-

8083) 

939富山市西中野本町5-14犬島正ー(0764-21

鈍941

359所沢市立を木8- 1 - 1 -709~首 占則子 (0429-96

0820) 

470-11鋭明市阿野町よ納91-6拍間ー化(0562-

92-4521 ) 

709-04岡山県和気部和気町衣笠17l岡山北天

(0869-92-0807) 

3明日怯本市舟台4-5-3区桜怖生(0263-57

2.161) 

四6新庄市宮内町7-10世将四郎(0233-22-

2086) 

669-13三田市中町7-39開閉水僻子(07956-2

4110) 

( 3 ) 



参加グループ一覧

グループ名 代表者 連銘先

藍 の畿迎 句会 白方 笥子
791松山耐久万ノ台 1 1651~iiアキ<0899・ " ・

0111) 

背誕減速 句会 小野寺妙子
980ltl1台市背葉区梅旧国[4-28/}、野守妙子<022・
233・0693)

あ し た 連句会 字暁 冬男
114北区間品4-1呂田34王子ピューハイツ403号
<j.~咲冬9H03-3927・ 1022 )

あ し べ俳諮塾 片山多迦夫
6師-01川西市御園町1-3-406号片山歩掴夫
仰727-58・31!抽)

あらく さ連句会 草間 時彦 249耳子市哩子?-4 -5~t沢喜弘 (0468- 7 1 -5393)

市 ケ 谷迎句会 宮下 太郎 2岨多H宮市落川12お宮下太郎(0423・74・7叫2)

市川 俳諮教室 今泉 宇涯 272i!i!llili市1111-8-1今Ji.!.ピル(0473・22-42W

伊 豆芭蕉盤連句会 石渡 背水 414伊東市弥生町3・2石渡背水(0557・37-1831l

茨 の 会 近松 舟子
567坑木市北容日丘2・13・7近松蝉{-(0726・23・
組17)

奥 美浪速句会 水野 隆
501・42被品県郡上郡八信"新町f929おもだか
旗<057諸国5・3332)

野 連 句 会 渡部 仲居
791・02松山市小野町民捜部仲賠(0899・75・

1532) 

お 』ま ろ 連句会 長井南茶亭
7!l<I松山市余戸中6・3・281:ミ井良策[岡田骨71・

6386) 

海 可T の 会 鈴木 if，.!; 
650Tlr戸市中央区港島中田13・1・47-202鈴木
出(078-302情 2230)

{圭 菊 会 綜 月鼠 43卜31浜松市半田町田議問凪{O534-34・3710 ※ 

~冶 す み 会 森島香代子
616京郎市右京区竜安寺衣笠下町n剖h香代子
(075-4日ー1534)

風 の 巷 守口津亜子
799-13班予市壬生川191・7守口州政子(0898・

64-2日4)

花 厨 ム耳 宮 県人
344骨01埼玉県北葛飾郡庄和町大会曲0-4二宮

;;"g県人(M87-46-1443)

金石公民館俳諦研究会 江轟 師虫
920・03金沢市金石西4・18-4;.1:椋怖::!J(0762・67

-0-1631 

カ通 ぴれ辿 句会 小松崎間官
317目 立市本宮田12・7・25かび ~~~!:(0294・21 ・

134t) 

からむし庵連句会 宮脇 回m二-
399-42民野県駒ケ幌市中 jf~ 口 ilH 0265・83 -

74何 }

夏 炉 の 会 高橋 柿花
i80(，.~知市鴫宙J1 -28-35日鴎働科内(0闘争44・

0.'田}

義仲寺婦人連句会 高橋 徴代
336有田和市大谷口981-6向槌徴代<0488・8;・

16岨l

( 2 ) 



『連句協会i顧問名智会良野誠白及び役凸名簿(1992 !)1ft') 

側品卜悶

理事長 ニi二民~郎
常任I!JllH 亦lnlt!if.i秋元iEil 機也ili

よ四t須永 JllJf容舛 ・小林しげと
鈴木将山糊近松野子中尾1'j符
名古川子細井隆秀 ・宮下太郎 議

三郎

.rli 矢野正三.fP桜厳彦・Jt.門可奈女・
山波iヒ"子 ・打i旧獄式出和子
柴崎正幹郎 ー寺岡情悶 Ií~付武雄 。

八*~r:-. 11J地利眠子 総本治郎
渡部仲服

市 城戸崎F}花小林 当常

思

E誌

I::!) 阿波nw畝・7凶稽雨・時鰻康隆
東明雅

(名作会日) 橋 間i石 .1;i問!日与彦 。岡本容人 。

氷FE!!式決
(評議w 今泉忘機字府])11匠助江蒜綿密

"山多担失.，111蕗緋子 加雌三七子

見学 j;; 小怯附爽汗 ill松冬鰯
品川鈴子 ・限j)lltt四 ・牧野桜松
氷抑制真鍋天{(l 水野隆・宮板
。，生

(役目)

会民

刷会民

阿jヤ孤郎

今泉l雄司咲冬!.H 大事仙平

(聞

あ

ヵt

き

話
寿
子

と

こ
の
記
念
事
業
の
担
当
を
仰
せ
つ
か
っ
た
と
き
、
用
意
し
た
ノ

l
ト
の
表
紙
に
私
は
「
昭
和
連
句
集
」

記
揖
と
記
し
ま
し
た
。
第
一
買
の
第
一
行
の
日
付
は

一
九
八
九
年
三
月
五
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。

序
文
に
ら
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
最
初
は
、
昭
和
年
代
に
巷
か
れ
た
連
句
を
掴
め
る

E
Mの
依
頼
を
主
た

る
グ
ル

プ
宛
に
い
た
し
ま
し
た
。
現
在
の
よ
ヲ
に
印
刷
や
コ
ピ

l
の
容
易
で
な
か
っ
た
時
代
の
記
録
は

身
近
伝
方
々
の
御
尽
力
に
依
っ
て
し
か
収
集
し
舟
な
い
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
し
て
、
だ
か
ら
、
今
の
段
階

で
断
行
し
な
け
れ
ば
な
り
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
大
変
な
御
苦
労
の
末
の
昭
和
初
期
の
立
盟
な
記
録
も
向

き
ま
し
た
。
特
に
〈
自
紫

V
棉

山

石

・
佐
野
千
避
、
〈
か
ぴ
れ

V
小
絵
崎
爽
m
川

西

幾

多

、
八
郷
心

連
句
会

V
名
古
則
子
の
各
氏
に
こ
こ
に
改
め
て
御
礼
と
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
，
資
料
の
収
集
は
困
難

ゆ
え
も
っ
と
作
用
を
か
げ
て
出
血
に
す
る
必
置
が
あ
る
M

と
の
宜
見
も
強
く
、
「
昭
和
」
と
冠
し
た
連
句
集

は
断
念
せ
ざ
る
を
紗
ま
せ
ん
で
し
た
。
迎
句
器
開
会
発
足
後
の
作
品
を
主
と
し
て
収
録
す
る
方
針
に
決
ま

っ
た
時
、
平
成
二
年
版
の
連
句
年
置
に
畳
語
さ
れ
、
連
句
を
発
表
さ
れ
て
い
る
全
グ
ル
プ
に
自
己
グ
ル

ー
プ
の
紹
介
文
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
紙
幅
の
聞
係
で
、
百
六
十
字
内
ま
た
は
一
行
四
十
字
内
で

①
グ
ル
プ
結
成
の
経
緯
②
名
称
の
由
来
@
現
況
④
方
針
の
様
に
箇
条
書
で
も
、
と
の
条
件
を
付

付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
一
一、
三
の
参
加
砕
迫
と
、
無
回
害
の
散
グ
ル
プ
を
除
い
て
続
々
と
ユ

ニ
ー
ク
な
文
銀
が
寄
せ
つ
れ
ま
し
た
。
御
担
当
の
管
捕
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
が
連
句
の
葬

附
ら
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
た
昭
和
四
十
八
、
九
年
明
、
辿
句
の
状
況
は
見
通
す
べ
く
も
な
く
て
、
か
ろ
う
じ

て
俳
句
の
今
量
な
ど
で
連
句
に
も
聞
わ
っ
て
い
ら
れ
る
方
々
や
俳
誌
等
を
探
っ
た
一
】
と
を
思
い
感
慨
無
抵

で
す
。
連
匂
思
話
会
結
成
の
百
七
や
経
緯
な
ど
は
、
(
十
年
史
]
に
詳
述
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
著
名
な
俳

人
歌
人
等
が
国
際
文
化
交
流
の
途
次
に
連
句
を
拭
み
ら
れ
た
り
、
狗
外
か
ら
も
然
い
関
心
を
市
せ
ら
れ

て
い
る
今
、
連
句
の
よ
り
良
き
発
展
を
酌
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

ぎ
っ
し
り
と
記
詩
を
官
き
込
ん
で
、
数
々
の
メ
モ
納
ま
で
侠
ん
で
、
い
よ
い
よ
分
即
く
な
っ
た
ノ
ー
ト

を
閉
じ
る
に
あ
た
り
、
「
現
匂
年
鑑
」
偏
県
の
体
験
等
か
ら
の
助
力
を
い
た
だ
い
た
国
対
峰
秀
氏
、
総
み
カ

そ
の
他
の
無
浬
を
適
え
て
下
さ
っ
た
朝
院
会
の
湾
全
孝
氏
に
感
謝
の
立
を
炭
し
ま
す
。
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発
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編
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野

子

刻
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新
椛
淵
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尖

郎
方
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会
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四
民
五

O
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l四
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O
七

川
市
烈
京
郎
北
区
風
間
同
四
ノ
三
ノ
四

印
刷
局
朝
陽
全

電
話
。
三

三
九

三

I五
五
ニ
六

食
ご
注
文
の
方
は
梨
u
e
九

九

O
口
ニ
悶
需
(
連
句
協
会
)
宛

鄭
制
限
筏
uw
で
送
金
し
て
下
さ
い
・
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